
 

 

 

 

 

 

 

 

  

残暑厳しい日が続いていますが、今日からいよいよ２学期がスタートしました。

子供たちの元気な声が響き渡り、また教室に活気が戻ってきました。２学期も学習

や掃除、給食当番の仕事など、みんなで協力して活動をしていきたいと思います。 

また、２学期は１年間のうち最も長い学期です。漢字の学習や、算数での繰り

上がりのあるたし算、繰り下がりのあるひき算など、これからの学力の基礎となる

大切な学習が始まります。子どもたちに更に力がつくよう指導していきます。引き

続き、保護者のみなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 
あいにくの酷暑日が続きましたが、暑さに負けず元気いっぱいの 1年生でした。国語

科では、カタカナの学習をしました。カタカナを使う言葉を考えながら、一生懸命取り
組む姿が見られました。2 学期から始まる漢字の学習も楽しみにしているようでした。
1 年生がんばります！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月登校日の児童の様子 

学年だより 
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読んだ本 保護者の方から 

かいじゅうたちのいるところ 久しぶりに我が子と本をゆっくり読んで、楽しい時間でした。

マックスとマックスのお母さんのように、けんかすることも

あるけど、ママも温かいご飯を作るので、すぐ仲直りしましょ

うね♡ 

あのね この絵本は私も大好きな一冊です。嘘をついてしまった心の

中のことを「とげ」と表現されていて、とても伝わりやすい内

容になっていると思います。心の中の気持ちの揺れを親子で

共有できる一冊です。絵本を通して大切なことを学べました。 

チビウオのウソみたいな 

ホントのはなし 

話を聞く時、とても真剣に聞いてくれました。我が子の感想に

書いてあるチビウオの感情は、本の中では書かれていません。

絵の表情を読み取っていることに驚きました。今後は、言葉の

中に隠れているものを読み取れるようになるといいですね。 

リパのおいしい庭づくり ちょうど夏の野菜を庭で作っているので、自分たちと同じだ

ねと話しながら読みました。夏にぴったりの、かわいくて明る

い気持ちになれる本でした。 

だるまさんの 小さいころから読んでいた本で、「だるまさんの」のところで

体を揺らしながら読んでいたのを思い出し、懐かしい気持ち

になりました。 

くじらがしんだら くじらが一生を終え、いろいろな魚たちのエサとなり、命を繋

いでいくお話でした。命が終わることは悲しいだけではなく、

誰かの中で生きられるから嬉しいことでもあるねと、2 人で

読みながら感じました。生き物の命の大切さを一緒に考える

ことができました。 

おこだでませんように お友達や、お母さん、先生に怒られてばかりで子どもの気持ち

を思うとかわいそうになりました。大人から見れば怒りたく

なることでも、子どもなりの理由や思いがあるのだと思いま

す。私も息子の話をきちんと聞かずに怒ってしまっていない

かなと、自分のことを振り返るきっかけになりました。 

ベッドのなかは 

きょうりゅうのくに 

小さいころからのお気に入りの絵本を初めて自分でも読んで

もらいました。主人公の男の子になりきって上手に読むこと

ができました。絵本のお話を楽しむだけでなく、絵本に描かれ

ている様々な恐竜を見つけ、親子で楽しむことができました。

まだまだ恐竜が好きな息子なので、これからも大好きな恐竜

のお話を親子で楽しみたいです。 

～夏休みの宿題へのご協力ありがとうございました！～ 

その中から親子読書のコメントを一部ご紹介します。 



お知らせとお願い 
☆ まだまだ暑い日が続きますので、帽子や水筒を持たせてください。 

☆ ９月２週目から名札を学校に置いて帰ります。自分で安全に気をつけて付けはずしが

できるよう、何度も練習をお願いいたします。 

☆ 鍵盤ハーモニカ、粘土を使った学習が始まります。準備をお願いいたします。 

☆ 画材セットを持ち帰ります（購入された方のみ）。記名をしておいてください。 

☆ 国語【下】・生活科【下】・図画工作科【下】の教科書を配布します。 

学校でまとめて保管しますので、記名をして持たせてください。 

※落丁がないか調べてから記名をしてください。記名後は交換ができません。 

となりのせきのますだくん 小学校の時に読んだのを思い出します。当時は、「みほちゃん」

に共感でしたが、親となり息子が「ますだくん」にならないか

の心配と、この 40 年で時代も変わり、昔の基準と今の基準

の違いに親もアップデートしなければいけないと思いまし

た。 

こんとあき 子どもの頃に何度も読んでいた「こんとあき」を親子読書の本

に選んでもらえて嬉しかったです。こんが、あきに「だいじょ

うぶ」と安心させようとするやさしさ、あきが勇気を出してこ

んを探し、おばあちゃん家へ連れて行くこと、お互いの愛情を

感じられ、心が温まりました。 

けんかのたね 一緒に読みたいと言い、1 ページずつ交代で読みました。読

みながらでも内容を理解できていて、おもしろいと笑ってい

ました。「私もよくケンカするけど、やっぱり良くないね。」

と、自分の兄弟ゲンカとも重ねていました。最後はみんな仲直

りできてよかったと安心していました。兄ともケンカの後は

仲直りしてほしいです。 

ともだち 親子読書、親子でしっかり考えて取り組む良いきっかけとな

りました。いつもは親が本を読んでいましたが、今回はすべて

子どもが読みました。友達の大切さについて親子で楽しく考

える良い時間になりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どのご家庭でも、読書を通じて親子の温かい時間を過ごされたことが

伝わってきますね。ぜひ今後も、親子の読書時間を楽しんでみてくださ

い♪ 


